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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　私は第1篇1）において，黄疽を起した猫はDlgitoxinに
対する抵抗を減じ，ま・たかかる猫においてはDigjtoxinが
蓄積を起し易いことを報告した。私の実験では手術的に胆
管結紮を行い，いわゆる機械的な閉塞性黄疸を起したので
あった。Goldberg　et　aL2）・3），　Plum4）等はマウス，ラット，
モルモット及び家兎においては総輸胆管の結紮によって黄
疸が起るのみならず漸弐肝臓はFibrosisとなり貧血が起
り血清蛋白の低下が起ることを報告した。私は猫の総輸胆
管結紮によって」血1清アルブミン・グロブリン比（A・G比と
略記）が低下することを第1篇において述べた。
　他方，田辺等5）は肝障碍が起るとDigitoxinに対する抵
抗を減ずることを明かにした。また肝障碍時には血清A・G
比の低下することも一般に認められている。従って私の第
1篇において述べた黄疽時のDigitoxin抵抗の減弱が全
く肝障碍のみに基因するかどうか。またビリルビン血症と
どの程度の関係を示すか。さらにDigitoxinの蓄積が肝
障碍と如何なる関係を示すか。これ等の点を明かにするた
めにさらに研究を行った。
実瞼材料及び実瞼方法
　実験動物として2．3～4．75kgの猫及び370～820　gのモル
モッ1・を使用した。瓢erck会社製のDigitoxinを無水ア
ルコールで1，000倍に稀釈したものを原液とし，実験の度
毎にこの原液をさらにリンゲル氏液で10倍に稀釈したも
のを被検液とした。致死量の測定には被検液の一定量宛を
5分おぎに毎分1ccの速さで，猫においては股静脈，モル
モットにおいては頸静脈内に注射し，心臓停止までの全注
射蚤から毎kgまたは毎100　g当りの致死駈を算出した。
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1回の注射量は注射開始後ほぼ30・一　60分の問に心臓が停
止するように予め定めた。注射開始後は適時心音を聴診し
て心榑動停止するや直ちに開胸して確認するようにした。
この実験における麻酌には猫ではエ■一一テル吸入麻酔葱モ
ルモ 1・ではウレタン麻酔（o．29／100g皮下注射）を使用し
た。
　肝障碍を起す目的では四塩化炭素（以下CChと略記）『を
オリ｛ブ泄1で10倍に稀釈したものを使用した。CCI4投与
前12hは実験動物を禁食せしめ，猫においては0．5～0．7
cc／kgを，モルモットには0．7　cc／100　gの量を食道内カテ
ーテルをとおして径口的に与えた。その後猫でes　72　h，モ
ルモッ1・では48hを経過した後va’　Digitoxin致死量測定
実験に用いるようにした。
　Digitoxinの体内蓄積を調べる実験は既に第1篇に詳し
く述べた方法によった。即ち，致死量測定前24hに0．22
mg／kgのDigitoxinを股静脈内に注射した。
　また肝臓を血流から遮断する目的で手術を行った。先ず
腹部正中線切開による開腹後に上腸聞膜動脈，腹腔動脈
（肝動脈を含む）を結紮した。家で門脈を結紮して速かに腹
腔を閉じた。腹腔動脈を結紮してあるのにかかわらず脾臓
に腫脹の来るものは脾門部を再に結紮することにした。こ
の手術に要する時間は概ね10分以内であった。
　人工的に急性のビリルビン血症を作るために胆汁の静脈
内注射を行ったが，その方法は攻の如くである。即ち致死
量測定に用いる猫を開腹し胆嚢回縁により自家胆汁を得て
これをリンゲル氏液で10倍に稀釈し，濾過後にその5～10
cc／kgを股瀞脈に除々に注射した。即ち，自らの胆汁がO．5
cc／kgないし1．o　ce，lkg注射されたことになる。この量の
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胆汁注射のみによって数時聞以内に寛篤なショック症状ま
たは死亡を来したものはなかった。
　猫の場合では，第1篇における実験の場合と同様に致死
量測定前に股動脈より5ccの血液を取り，その」血液から
遠沈によって血清を分離し，これについて黄疽指数，アル
ブミン・グロブリン比〔以下A・G比と略記），血清総蛋白量
などを測定した。また必要に応じて致死量測定実験の前に
は尿ロザン反応を調べた。動物の死後には肝臓の状況をよ
く観察し，さらに肝臓重量を秤量してこれの体重比，即ち
肝指数を算定した。
実寸成績
1．肝障碍の影響
　A．対照と四塩化炭素（CCI｛）中毒
　1）猫とモルモットに対するDigitoxinの基準致死量
（正常対照）：以下の実験の基準致死量としては，猫では第
】篇に示したものをそのまま使用した。即ち，平均致死量
0．565」＝0．069mg／kgである。
　また正常eルモットのDigitoxin致死母は第1表に示
すとおりである。その最低致死量は。．087mg／100　g，最高
致死量はO．128　mg／lOO　gで，5例の平均致死量は0．107土
。．016mg／loQgであり，肝指数は4．o％となった。この平
均致死量をモルモヅトの基準致死量とした。
　2）CC14中毒時のDigitoxin致死量二猫の胆管結紮に
よって機械的閉塞性黄痘を起した場合は，そのDigitoxin
致死量は正常時の夫より減少し，基準致死量の86．6％とな
ったことは既に第1篇に述べたとおりである。CCI，iで肝臓
に障碍を起した場合には第2表に示すような致死量になっ
た。ig　2表の致死量の最低は0．433　mg／kgで最高は0．520
mg／kgとなり，5例の平均値は。．481±o，042　mg／kgとなっ
た。また肝指数は3．5％，黄疽指数は15．7，A・G比は0．935，
血清総蛋白量は8．O　g／d¢となった。この場合における平均
致死量は基準致死量の852％に相当している。即ちCCI4
聖心投与（o．5～o．7cc／kg　72　h後）の場合には，胆管結紮を
行った場合と大体似た程度の致死量低下が起つたことにな．
る。モルモットの場合には，CCI4下口投与（0．7　cc／1009
48h後）後におけるDigitoxin’致死量は第3表に示すよう
な威績となった。即ち，最低致死母は0．041mg／100　g，最
高致死量は。．066mg／loo　gで，5例の平均は。．055土0．018
mg／100　gとなった。この際の肝指数は平均4．7％となつ
第1表　正常モルモットに対するDigitoxinの致死量　（基準致死駒
月　日1動物番号
　　　　1
???????????? ?
性
?????
平 均
　　　　　　　　　　　　⊇ligiΦ塾n．」望一．与　L
　　　　　　　淫入歯．　　　致死量体 距
（g） ec ec／lOO　g mg　l　mg／ioog
死亡時剋
　〔分）
810
760
430
370
610
??????????1．11
0．95
1．16
0．87
1．28
O．9
0．72
0．48
0．32
0．78
O．111
0．095
0ユ16
’　O．087
0．128
????????
脂指数
（％）
596 6．4
??????
1．07　j　O．64O．107　1　48．2 4．0
第2表　CCI，中毒猫におけるDigitoxin致死量と肝臓及び血清の検査成績
’
月　日
2．　19
．2．　22
2．　27
3．　4
3．　18
???
107
111
119
123
136
性
体賃（kg）
前 滴定前
6　1　2．6
6　1　4．1
6　：　3．9
6　1　4．75
6　・　2．8
???????????
平 均1　・・633．27
10％
CCI，i
投与量
尿・ザ
ン反応
19．0
18．5
29．0
28．0
21．0
?
］；｝Jgitoxin．．投．．与
致死量　1死亡
mg　l　mg／kg
??
1．04　1　O．433
1．80　i　O．493
1．88　1　O．520
1．80　1・　O．439
1．35　・　O．519
????
数指肝
矧
（
??
23．1
?????????「???25．8
17．2
9．2
14．8
18．4
1．58
o．4sl　1　ss．s　’1　3．s　1　ls．7
A／GJ七
O．645
0．720
1．174
0．766
1．368
血清
蛋白量
（g／de）
7．4
7．6
7．8
10．2
7．0
O．935　1　8．0
前：CCI4投与直前． 滴完前：Digi七〇xin致死量を求める直前．
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第3表　CCh中毒モルモットにおけるDigitoxin致死量
月　日
3．　4
3．　5
3．　5
3．　11
3．　11
動物
番号、
????????
性
?? ????
平 均
体　　重　　（9）
前
480
530
500
460
660
526
滴定前
410
450
410
390
590
450
Digitoxi塾　投1皇一＿一一一．
致　　死　　量
mg
O．24
0．25
0．27
0．21
0．24
O．24
1　mg／ioog????
???
　　O．041
O．055
死亡時聞
　（分）一?????
39．8
肝指数
（％）
4．4
????
4．7
　　前＝CCI，1投与の直前．
滴定前：Digitoxin致死量を求める直前．
表4第　CCI」中毒後におけるDigitoxinの蓄積実験（猫）
月　日
2．　8
2．　8
2．　10
2．　12
2．　12
???
???????????
性
?? ?????
体　距：（kg）
前　蓄積前
???
平 均 2．86
2．6
2．2
2．75
3．35
2．6
2．62
滴定前
．ド??????
2．55
10％CC14
｛cc）
???
22．4
尿ロザ．
ン反応蓄積
　　　1　（mg）
Digitoxin投．与・
　　致死量
??
O．55
0．45
0．60
0．74
0．57
O．58
mg
O．56
0．30
0．30
0．50
0BO
O．39
mgYkg
O．228
0．143
0．115
0．161
，0．120
O．153
．??
?????? ? ?
29．4
肝指数
（／％）
??????
3．5
黄疸
指数
14．4
29．0
23．0
22．O
ILO
19．9
????
1．171
0．634
0．962
0．666
0．640
O．815
血清
蛋白量
〔gloの
『???????
8．5
　　前：
蓄積前二
滴定前：
CCI4投与の直前。
o．22mg／kgのDigitoxinを1時に静脈内に注射するのを蓄積と略し，蓄積前とはそ
の直前の意味．
蓄積の翌日Digitoxin致死量を求める直前．
た。またこの場合の平均致死量は基準致死最の51．4％とな
り，猫の場合よりも低い比率を示した。
　3）CCIg中毒時におけるDigitoxinの蓄積実験：猫の
榊脈内Va　O．22　mg／kgのDigitoxinを一度に注射してから
24　h経過した後に，型の如く股瀞脈内注射によってDigi－
toxin致死量を求めると，正常猫の場合にはその致死量は
O．369±O．05　mgfkgとなり，胆管を結紮した猫では0．246士
。，06mg／kgなることは前報告で示したとおりである。さら
に同様な実験をCCI4投与によって肝実質に障碍を来した
猫について行ったが，その成績は第4表に示すようになっ
た。即ち，その致死量は最低。．115mg／kg，最高は0．228
mg／kgとなり，5例の平均値は0．153±O．048　mg／kgとなっ
たし，またその肝指数は3．5％，黄疸指数は19．9，A・G比
は。．815，」血蒲総1蛋白量は8．59／覗となった。この場合の平
均致死量は正常猫蓄積実験の場合の致死量の43．5％に過
ぎないし，また胆管結紮猫の蓄積実験の場合に求めた致死
量（正常蓄積実験時に対する比率は69．8％）よりも一段と少
ない値となった。
　B．CCI　1は肝臓のみを侵したか（CCI4中毒と肝血流遮断）
　以上の実験から，CGL中毒時においては胆管結紮による
閉塞性黄疸時におけるよりも海にDig三toxinに対する抵
抗力轍弱することが明かになった。ここで私はCCI4中毒
時に見られるDigitoxin致死量の滅少が全く肝臓障碍の
みに基因しているかどうかに疑問を持つた。この疑問を解
く匿的で次の実験を行った。
　1）猫についての実験＝先ず対照として健康な猫に手
術を行って肝臓の血流を遮断し，直ちに1この猫について
Digitoxin致死量の測定実験を開始した。その成緯は第5
’表の如くである。即ち，最低致死量は0．210mg／kg，最高致
死量は0．321mg／kgとなり，10例の平均値は0．252士0．036
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mg／kgとなった。この平均致死量は基準致死量の44．6％
に過ぎない。
　次にCCLの径口投与後72　hを経てから，前同様な肝血
流遮断をなした後直ちに致死量の測定を行い，第6表のよ
うな結果を得た。即ち，最低致死量は0．169mg／kg，最高
致死量は0．268mg／kgであり，5例の平均値は。．237±0．04
mg／kgとなった。この平均致死量は基準致死量に対して
41．9％となり，正常猫の肝血流遮断時の比率（44．6％a）より
はもっと低比率を示した。
　2）　モルモットについての実験：　モルモットについて
1）と同様の実験を行った。先ず正常モルモットを開腹手術
によって肝血洗遮断を行った後に直ちに致死量の測定を行
うと第7表のような結果が得られた。即ち，最低致死量は
0．023mg／100　g，最高致死量はO．039　mg／lOO　gとなり，5
例の平均値は。．034士。．oo6　mg／loo　gとなった。肝指数は
5．5％となった。この平均致死量は基準致死量よりも遙か
に少なく，その31．8％に過ぎない。
　次にCCh投与後48　hを経た後に，肝血流遮断を行い直
第5表　肝血流全遮断時の
　　Digitoxin致死量　（猫）
月　日
11．　29
12．　1
12．　3
12．　6
12．　8
3．　16
3．　16
3．　16
3．　17
3．　17
???
???????????????←?
性
? ??
平 均
体重
（kg） ?
3．1
Digi七〇xin投与
致死量
mg　l　mg／kg
O．70
0．49
1．08
0．84
0．72
0．68
1．00
0．68
0．60
O．219
0．218
0．246
0．210
0．250
0．293
0．294
0．281
0．240
o．go　1　o．321
O．77 O．252
???
???
37．2
肝指数
?
3．1
第6表　CCI，中毒猫に肝血流全遮断を行いDigitoxh致死量を測定した場合
月　日
???
3．　4　126
3．　5　125
3．　7　i　128
3．　11　i　129
3．　11　i　130
性
???????
体量（kg）
前
? ????
平 均 3．6
滴定前
10％
CCI－
Ccc）
・．i　124
　　　4，創32
　　　3．4　　23
3．0　　22
2．8120
尿ロジ
ン反応
????
3．3　1　24　im
P二9；fgゆ撃一与
致死量mg　i　mg！kg
O．80
1．13
0．72
0．50
0．70
O．258
0．268
0．240
0．169
0．250
??
O．80
??????
O．237　38．9
肝指数
（％ノ
??
3．0
：黄疸
指数
15．4
22．2
AIG比
1．053
1．300
D’lt清
i蛋白：量
〔9／dの
??? ?
　　前：CCI4投与の直前．
滴定前：肝血流全遮断手術施行の直前．
第7表　肝血流全遮断時の
　Digitoxin致死量（モルモット）
月　日
3．　10
3．　10
3．　10
3．　10
3．　10
???
??????????????
性
?? ?〈?
平 均
体重
（g）
415
410
385
410
460
Digitoxin投与
致死蚤
mg　lmg／ioog
O．14　1　O．034
1：翻ll
O．14
0．11
O．034
0．023
…甦
416　O．14
????????????
o．034　1　34．6
　　1
三指肝
油
??
5．5
ちに致死長の測定を行ってみると第8表のような結果とな
った。即ち，その致死量の最低はO．023　mg／100　g，最高は
・o．028mg／100　gであり，5例の平均薩は。．027±o．oo2　mg／
100gであった。肝指数は4．5％となっている。この平均致
死量は基準致死量と比較すると著しく少なく，僅かにその
25．2％に過ぎない。即ち，正常モルモットとCCI4中毒モ
ルモットとについて，何れも肝臓血流遮断を行った後にそ
れぞれのDigitoxin致死量を求めて見ると，前者よりも後
者の方が致死量が小となるという現象は，猫においてもそ
の傾向が認められたが，モルモットの場合には，特にその
傾向が著明に現われたものと思われる。
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第8表 CCI，‘中毒後肝血流全遮断を行った後｝t　Digitokjn致死量の
　　　　測定実験（モルモット）
月　　日
????????
動物
番号
???
性
??《?????
平 均
体　重　（9）
前 ’滴s一前
645
820
785
620
410
656
540
730
630
520
365
557
　　　Digitoxin　投
．．致　　死一．攣　．
mg　1　mg／lOO　g
与
Q．15
0．20
0．18
0．12
0．11
O．15
O．028
0．027
0028
0．623
0．028
O．027
死亡時間
?????
38
肝指数
?????
4．5
ILビリルビン血症とDigitoxin致死量
　私は第1篇と本篇とにおいて，猫について行った7種類
の実験に黄疽指数及び血清A・G比の測定をあわせて行っ
たことを記述した。今それ等の成績を纒めると第9表の如
くになる。この表に示されたDigitoxin致死量は本質的
には二とおりのものからなっている。第9表の処置欄に対
照，胆管結紮，CC14中毒と記入してある3群では通常の致
死量を意味しているが，他の4群の蓄積実験では致死量測
定実験の24h前に予め0．22　mg／kgのDigitoxinが注射さ
れており，従って後者の場合には致死量測定実験当日には
既にかなりの量のDigitoxinが体内に蓄積されているの
である。従って前三者と後高著とは別々に販扱わなければ
ならない。
　A．黄疸指数とDigitoxin致死量
　第9表に示した対照，閉塞性黄疵及びCCII中毒の3群に
ついては，黄疸指数と致死量との関係は第1図の右半分の
如くなり，相互の間に何等一定の関係が認められなかっ
た。また蓄積実験の4群を纒めて図示すると第1図工半分
の如くになり，これからも黄疽指数と致死量との間には一
定の関係が存在しないことが明かとなった。
　B，胆汁注射とDigitoxin致死量
　正常猫の胆嚢胆汁を静脈内に注射して人工的に急性ビリ
ルビン血症を起してDigitoxin致死量を検定した成績は
第10表に示す如くである。
　第10表における上半の実験成績は。．5cc／kgの担器量を
注射したものであるが，その致死量の最低値は0，421mg／
kg，最高値は0．609　mg／kgとなり，6例の平均致死量は
0．541±0．034mg／kgとなった。表の下半はさらに大量の胆
汁量即ちO．8～1．O　cc！kgを注射して実験した結果であり，
その致死量の最低値は。，472mg／kg，最高値は。．632　mg／kg
となり，5例の平均致死量は0．566土0．026mg／kgとなった。
この表から胆汁注射量を0．5cc／kgとした場合と，1．O　cc／kg
とした場合とでは致死量にあまり差はなく，またこれ等の
全例の平均致死量は0．552士0．022mg／kgで基準致死量に
比較して変化がなかった。黄疸指数は0．5cc／kgの場合に
は22．3であったが，1．O　cc！kgの場合には既に溶」血を起し
第9表　黄疸指数及びA・G比とDigitoxin致死量との関係　（平均値の比較〉
処 置 実験回数
20?
???照?????
蓄　　　積　（正常）
開　腹　と　蓄　積
且旦管結紮と蓄積
CCI．i中毒と蓄積
?「??
体　距：
（kg）
?????
?）????
Digitoxin投与　（mg／kg）
前　　日
投与．量
O．22
0．22
0．22
0．22
致死量（当日投与）
　O．565
　0．489
　0．481
合　計
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0．335
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0．153
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0．555
0．466
0．375
黄疸指数
　（％）
　6．lt：一
　29．5×
　17．1
　6．0
　6．2
31．8－1一
．19．9
A／G比
161g－x－
1．137x
O．935
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1158
1．037－i－
O．815
＊：20例中10例の平均．．×　6例中5例の平均．　†：8例中6例の平均．
9巻2／3号 三宅一黄疸とジギトキシン作用との関係II
ていて測定の不可能な例が多かった。従ってビリルビン血
症のみではDigitoxin致死量にあまり影響が見られない
ことが解った。
II1．血清A・G比とDigi亡oxin致死量
　私の行った実験を通覧するに，Digitoxin致死量は血清
総蛋白量とは一定の関係を示さないようである。しかし血
清A・G比との聞には興味ある関係が見出された。今上9
表について，II項において述べた要領で実験群を2群に大
別して纏めて見た。
　先ず，第2図左半分に示す如く，対照，閉塞性黄痘及び
CCI4中毒の場合にはA・G比と致死量との間に左程明瞭な
関係が認められないようであったが，CCk中毒の群を除く
とA・G比の増大にともなって致死量が幾分増加する如ぎ
傾向が表われているように思われた。実に蓄積実験の場合
は第2図左半分の如き結果となった。この図からも明かな
如く前日0．22mg／kgのDigitoxin注射を行って奇いた猫
については，血清A・G比とDigitoxin致死量との間には
かなり判りした平行関係が成立つことが明らかとなった。
即ち，図の左半分には蓄積，単純開腹と蓄積，閉塞性黄疽
と蓄積，CCI4中毒と蓄積等の4群について得た成績を集め
てあるのであるが，条件が異なるに関らずそれ等が全体と
して一つの傾向を示していたのである。
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第2図血清A・G比とDigitoxin致死量
　この成績からA・G比の減少にともなってDigitoxin致
死量は滅ずるし，またDigitoxin超越も起り易くなると判
断出来る。
　　　　　　　　　　総括考按
　四塩化炭素（CCI4）中毒時にはDigitoxinの致死量が著
明に滅ずることは，既に田辺等5）の指摘するところである。
私の実験に．おいてもこの箏実は猫及びモルモットについて
確認された。さらに私はCCI．，中毒猫においては血清の黄
疸指数が高いのみならず血判A・G比の著明な低下を認め
た（第1篇第1表と，第2篇第2表との比較〉。但しこの際
にも肝重量の体重比と血清三白量は正常動物におけるのと
著しい相違を示さなかった。
　第1篇に述べた如く閉塞性黄疸時にはDigitoxinの蓄
積が起り易いという結論になったが，CGI4中毒時にはどう
かという点については第2表と第4表の比較，第9表また
は第3図によって判断することが出来る。即ち，CCI｛中毒
猫においては，Digi七〇xin致死量が平均0．481　mg／kg（第2
表参照）であったが，前日0．22mg／kgを投与しておくと致
死量は0．153mg！kgに減ずる。そこで後者の場合の前日投
与量と当日投与量とを合計すると0．373mg／kgとなる。こ
の値は前者の値よりもO．481－O．373　・・　O．108mg／kgだけ少
ないのである。換言すると，CCI4中毒猫においては前日投
与したDigitoxinの効果が当日与のDigitoxin効果より
も明かに増大している結果になったのである。即ち，正常
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猫では蓄積実験によって投与されたDigi七〇xinの合計は
対照の致死量よりも大となっていたのに反して，CCL中毒
時には逆になったのである。このことはCCI｛中毒時には
Digitoxin作用の蓄積が非常に起り易いことを意味してお
り，その傾向は閉塞性黄疸の時よりも一層著明である。以
上の関係を第3図の如く図示することが出来る。
　きて，閉塞性黄疽の時とCCI玉中毒の時とを比較すると，
何れも黄疽と血清A．・G比の減少とを呈し，且つDigitoxin
に対する抵抗を減じその蓄積を起し易くなって来ている。
しかもDigitoxinに対する抵抗減弱の程度はCCI4申毒時
の方が一層著明である。そこでCCL申三時に見られた
Digitoxinの致死量の減少並びに作用の蓄積が起り易くな
ったことが肝臓障碍のみに基因するかどうか。私はこの問
題を明かにする目的で，肝臓を血流から遮断した時のDi－
gi七〇xin致死量がCCI．，中毒時にはどう変るかを猫（第5，6
表）及びモルモット（第7，8表）について調べた。その結果
によると，肝臓血流遮断後に肺けるDigi七〇xin致死量は
CCL中毒群においてはより小となった。これは即ち，　CCI，，
が肝臓のみを障碍しているので無いことを物語っているも
のと思われ，それがDigitoxinに対する抵抗を減ぜしめる
ような仇きを肝臓以外の臓器にも及ぼすものと考えられる。
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Farah＆Smuskowicz6）はCCI．i中毒ラッ1・の心筋はSt－
rophanthinに対して感受性を増しているとの見解である。
従ってDigitoxin　｝u対する抵抗減弓身はCCI4による肝臓障
碍のみに帰せられるとは限らぬ。しからば閉塞性黄疸の場
合はどうであるか。この点について以下考察を試みよう。．
　閉塞性黄痘の場合に見られた著明な現象としては，肝腫
脹，ビリルビン血症及び血清A・G比の減少を挙げること
が出来る。このうち」肝臓腫脹がDigitoxin致死量の野馬
に対する直接の原因になっているとは考えられない。例え
ばCCh中毒時のように肝指数から見ると対照と同じであ
るのにDigitoxinに対する抵抗は著しく減弱しているか
らである。
　血満の黄疽指数とDigitoxin致死量との問に何等の関
係も存在しなかったし，また胆汁の静脈内注射によって強
度のビリルビン血症を起してもDigitoxinに対する抵抗
に変りが起らなかった等の事実から推して，ビリルビン血
症そのものがDigi七〇xinに対する感度に影響を与えるど
は言えない。
　これに反し，血清A・G比とDigitoxinに対する抵抗と
の問には明かな関係があると思われる。肝臓機能の障碍が
起れば血清A・G比の減ずることは一般に認められている
ところである故，閉塞性黄疸の時に起った皿山A・G比の
低下は肝臓の障碍を物語っているものと思われる。単なる
開腹手術を行ったのみで血清A・G比が幾分低下し同時に
Pigitoxin．に対する抵抗も幾分減じていることは既に第2
図に示したとおりである。しかして私の行った範囲の実験
では，条件の如何に関らずA・G比の低いほどDigitoxin
に対する抵抗が減じているのである。
　以上の事柄から要約すると，閉塞性黄疸の場合にDigi－
toxin致死量が滅少し．且つDigi七〇xin蓄’積の起り易くなる
のは，肝臓二叉に障碍が起つたからであると考えられる。
結 論
　1．実験的閉塞性黄疸の時にDigitoxin致死量が減じ
Digitoxin蓄積が起り易くなるが，その理由を究明する目
的で，猫及びモルモッINを用いて実験を行った。
　2．CCI4中一閃時には閉塞性黄疽時に比してDigitoxin
の致死鷺減少と蓄積がより一層著明に起つた。
　3．Digitoxinの致死量及び蓄積は血清の黄疸指数とは
無関．係であり，胆汁の静脈内注射によっても影響されなか
った。
　4．血清A・G比とDlgitoxinに対する抵抗との間には
平行関係が認められた。
　5．閉塞性西諺時にDigi七〇xinに対して抵抗が減じ蓄
積を起し易くなるのは，肝臓の機能障碍に起因するものと
考えられる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和31．1．28受：．付）
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Summary
　　　1．　Experiments　were　performed　with　cats　and　guinea　pigs，　in　order　to　deterumine　the
reason　why　the　lethal　dose　of　digitoxin　decreases　and　cumulation　of　digitoxin　occurs　more
markedly　in　cases　of　experimentally－induced　obstructive　jaundice　than　in　normal　cases．
　　　2．　ln　cases　of　CC14　poisoning，　a　decrease　in　lethal　dose　and　cumulation　of　digitoxin
occurred　more　markedly　than　in　cases．　of　obstructive　jaundice．
3．　The　lethal　dose　and　cumulation　of　digitoxin　were　affected　neither　by　jaundice
index　oiC　serum　nor　by　intravenous　injection　of　bile．
4．　A　parallel．relation　was　observed　between　albuminglobulin　ratio　of　serum　and
lethal　dose　of　digitoxin．
5．　lt　was　concluded　that　a　decrease　in　tolerance　to　digitoxin　which　is　produced　in
cases　of　obstructive　jaundice　is　due　to　the　disturbance　of　liver　function，　but　not　due　to
albuminemia．　（Received　Jan．　28，　1956）
